
◎民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関

する法律 
（平成二九年六月二日法律第四五号）   

一、提案理由（平成二八年一一月一六日・衆議院法務委員会） 

○金田国務大臣 

……………（略）…………… 

 続いて、民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律案に

つきまして、その趣旨を御説明いたします。 

 この法律案は、民法の一部を改正する法律の施行に伴い、商法ほか二百十五の関係法

律に所要の整備を加えるとともに、所要の経過措置を定めようとするものであります。 

 以上が、これら法律案の趣旨でございます。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決くださいますようお願いいたします。 

二、衆議院法務委員長報告（平成二九年四月一四日） 

○鈴木淳司君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、法務委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律案は、

民法の一部を改正する法律の施行に伴い、商法ほか二百十五の関係法律に所要の整備を

加えるとともに、所要の経過措置を定めようとするものであります。 

 両法律案は、第百八十九回国会に提出され、今国会まで継続審査に付されていたもの

で、さきの第百九十二回国会の平成二十八年十一月十六日金田法務大臣から提案理由の

説明を聴取し、十八日から質疑に入り、二十二日及び十二月七日には参考人から意見を

聴取するなど慎重に審査を行いました。 

 今国会では、去る四月五日、提案理由の説明の聴取を省略し、質疑を行い、十二日、

民法の一部を改正する法律案に対し、民進党・無所属クラブより、暴利行為の無効の明

記、事業のために負担した貸し金等債務を主たる債務とする保証契約等の制限等を内容

とする修正案が提出され、提出者から趣旨の説明を聴取し、両法律案及び修正案を一括

して質疑を行いました。 

 質疑終局後、両法律案に対し、自由民主党・無所属の会及び公明党の共同提案によ

り、両法律の法律番号中の年号を平成二十九年に改めることを内容とする修正案がそれ

ぞれ提出され、提出者から趣旨の説明を聴取し、次いで、両法律案及び各修正案を一括

して討論を行い、順次採決いたしましたところ、民進党・無所属クラブ提案に係る修正

案は賛成少数をもって否決され、自由民主党・無所属の会及び公明党の共同提案に係る

両修正案及び修正部分を除く両原案はそれぞれ賛成多数をもって可決され、両法律案は

いずれも修正議決すべきものと決しました。 

……………（略）…………… 



 以上、御報告申し上げます。 

○委員会修正の提案理由（平成二九年四月一二日） 

 （民法の一部を改正する法律（平二九法四四）の委員会修正の提案理由と一括して掲

載） 

三、参議院法務委員長報告（平成二九年五月二六日） 

○秋野公造君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、法務委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律案は、

民法の一部を改正する法律の施行に伴い、商法ほか二百十五の関係法律に所要の整備を

加えるとともに、所要の経過措置を定めようとするものであります。 

 なお、衆議院において、これらの法律の法律番号中の年号を平成二十九年に改める等

の修正が行われております。 

 委員会におきましては、両法律案を一括して審査を行い、民法制定後初めて債権法が

大改正される理由、暴利行為に関する規定を設けなかった理由、短期消滅時効を廃止し

た趣旨、法定利率を三％に引き下げる理由及び法定利率の変動制の仕組み、配偶者を保

証意思宣明公正証書作成の例外とした理由、公証人の任命基準及び選考基準、定型約款

に関する規定を創設した理由、消費貸借を繰上げ返済する場合における弁済期までの利

息相当額の請求の可否等について質疑を行うとともに、参考人から意見を聴取いたしま

したが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、民進党・新緑風会を代表して小川委員より

両法律案に反対、日本維新の会を代表して東委員より両法律案に賛成する旨の意見がそ

れぞれ述べられました。 

 討論を終局し、順次採決の結果、両法律案はいずれも多数をもって原案どおり可決す

べきものと決定いたしました。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 


